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は じ め に
アーネスト・ヘミングウェイ(Ernest Hemingway)が 1920 年代を過ごしたパリ。この
ころパリには多くの日本人芸術家たちも滞在していた。例えば、画家の藤田嗣治、東郷青
児や詩人木下杢太郎などはヘミングウェイと同時期にパリに滞在していた日本人芸術家の
代表例である(今橋 544-45)。しかしながら、こうした和洋の人種が混在するまさにモダ
ニズムの中枢ともいうべきパリにおいて、ヘミングウェイが出逢ったのは彼らではなかっ
た。1964 年に出版された遺作『移動祝祭日』(A Moveable Feast, 1964, 以下 MF と省略)に
よると、ヘミングウェイが出逢った日本人は長髪を揺らす日本人画家であったという。
未公開原稿が増補され、2009 年に新たに出版された『移動祝祭日―修復版』(A
Moveable Feast: The Restored Edition, 2009, 以下MFRE『修復版』と略記)によって、こ
の長髪の日本人画家たちとヘミングウェイとの関係がより明らかになった。そしてそれ
は、ヘミングウェイの遺作『エデンの園』(The Garden of Eden, 1986)の執筆と日本人と
の知られざる関係へと波及していくことになる。本稿では、これまでヘミングウェイの文
学作品とはおおよそ無関係と思われてきた日本人が、モダニズムの時代を通じて、作家と
してのキャリアおよび『エデンの園』のオリジナル原稿(以下「オリジナル・エデンの
園｣(1)と略記)の執筆に深く関与していたことを論証したい。
1. 日本人画家との出会い
先述したように『移動祝祭日』が出版されたのは 1964 年、すなわちヘミングウェイが
自殺してわずか3年後のことであるが、このなかの「エズラ・パウンドとベル・エスプリ
(“Ezra Pound and His Bel Esprit”)｣(2)と題された章に、日本人への言及がある。
採光はとてもよく、ストーブで暖をとり、エズラの知り合いの日本人画家たちの絵が
いくつか飾られていた。日本人たちはいずれも高貴な生まれの人たちで、髪を長めに
カットしていた。漆黒の髪はつやつやしており、おじぎをすると髪が前でゆらゆら揺
れて、それがとても印象的だった。彼らの絵は私の好みではなかった。(MF 107,
MFRE 87 今村訳)
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1920 年代初期、ヘミングウェイはエズラ・パウンド(Ezra Pound)のアトリエに頻繁に出
入りしていたが、ストーブで暖をとるほど寒いある日、当時パウンドと親交のあった日本
人画家たちと出逢うことになる。引用に見られるヘミングウェイの日本人画家たちへの言
及からは、彼らの長い髪に対するヘミングウェイの強い関心と彼らの絵画に対する無
・
関
・
心
・
とが読み取れるにすぎない。かくして日本(人)の存在は、このときのヘミングウェイの希
薄な反応を反映するかのように、ヘミングウェイ研究の議論の表舞台に立てないまま膠着
状態が続くことになる。
しかしながら、ヘミングウェイの孫、ショーン・ヘミングウェイ(Seán Hemingway)が
再編集した『修復版』の出版によって、後述するように、この膠着状態は打開されること
になる。序文のなかでショーンはこの『修復版』の完成度を力説する。ショーンによれ
ば、そもそも 1964 年に出版された『移動祝祭日』は4番目の妻メアリー(Mary Welsh)と
スクリブナー社の編集者ハリー・ブレイグ(Harry Brague)による極めて恣意的な編集が
施され、いくつかの章が削除された。
作家の死から『移動祝祭日』が初めて出版される 1964 年の春までの約3年間、編者
のメアリー・ヘミングウェイとスクリブナー社のハリー・ブレイグによって、その原
稿には甚大な変更が加えられた。ヘミングウェイが取り入れようとしていたのに、省
かれてしまったものもわずかながらあった…… (MFRE 3)
ショーンは続けて、「『移動祝祭日』に付されたヘミングウェイ自身による「前書き」(3)は、
実はメアリー・ヘミングウェイが原稿の断片からでっち上げたものだった」(MFRE 3)と
述べ、『移動祝祭日』自体の資料的価値を疑問視している。したがって、「祖父(アーネス
ト)が望んでいたこの本の本当の姿を、本書が提供していると信じている」(MFRE 3)とい
うショーンの主張を信頼すれば、後述するように、原稿段階では存在していたはずの文字
通り「秘かな娯楽」に耽る若きヘミングウェイ夫妻の存在は、奇しくも4人目の妻の恣意
的な編集の結果、およそ半世紀もの間隠されてきたことになる(4)。
一方で、1986 年に出版された『エデンの園』にも同じく編集過程で隠されていた夫婦が
いたことは強調されてよい。『エデンの園』はフランスの田舎町を舞台に作家デイヴィッ
ド・ボーン(David Bourne)とその妻キャサリン(Catherine)、さらに2人の新婚旅行に合
流するマリータ(Marita)の三者が食欲と性欲という極めて原始的な欲望に耽る物語であ
り、そのなかでキャサリンが頭髪を短く刈ることでデイヴィッドと同じ髪型になるという
「短髪型相似行為」を試みている。しかしながら、スクリブナー社の編集者トム・ジェン
クス(Tom Jenks)による編集が施される前の「オリジナル・エデンの園」には、ヘミング
ウェイの分身ともいうべき「ニック(Nick)」という名を配した画家ニック・シェルドン
(Nick Sheldon)とバーバラ(Barbara)が存在していた。さらにアンドリュー・マリー
モダニズムが生んだ異人種コラージュ
― 70 ―
(Andrew Murray)という作家がバーバラの不倫相手として登場し、デイヴィッド、キャ
サリン、マリータと同様、シェルドン夫妻との間で三角関係を形成していた。「オリジナ
ル・エデンの園」ではこの二つの三角関係が作品中盤で互いに重なり合うように物語が展
開していたのである。しかしながら、ジェンクスは主に「オリジナル・エデンの園」の前
半部に描かれていたシェルドン夫妻の長髪型相似行為もその後のボーン夫妻との出逢い
も、彼らの存在ごと丁寧に取り除き、ボーン夫妻だけの物語として『エデンの園』を出版
したのである(杉本 89-90)。
このように、『移動祝祭日』と『エデンの園』という二つの遺作の成立背景にあった大
胆な編集によって、日本人画家との出逢いによって長髪型相似願望に目覚めた若きヘミン
グウェイ夫妻もろとも「日本人」との接点が前者のオリジナル原稿から削除され、その一
方で、後者の「オリジナル・エデンの園」からは、このパリ時代のヘミングウェイ夫妻を
より忠実にモデル化していたはずのシェルドン夫妻による長髪型相似行為の記述が彼らの
存在もろとも削除されていた。つまり、奇しくもこの二組の夫婦がそれぞれの作品から同
時に削除されていたために、『移動祝祭日』に登場する日本人画家たち、ひいては「日本
人」という人種は、その資格を十分に持ちながら、これまでヘミングウェイ研究の表舞台
に立てなかったのである。
2.『修復版』による新事実
『修復版』に記録されている若きヘミングウェイのパリ時代は、作家志望でありながら
『トロント・スター』紙の特派員として滞在していた 1923 年までの前期と、特派員の契約
を切り、ジャーナリストの身分を捨て、作家として滞在した 1924 年以降の後期とに分け
られる。長男ジョン(John“Jack”)出産のためにカナダに一時帰国し、その5ヶ月後の
1924 年1月 30 日、再びパリに舞い戻ったヘミングウェイ夫妻は更なる貧困に見舞われ
る。『移動祝祭日』にも含まれている「空腹は良き修行だった(“Hunger Was Good
Discipline”)」という章題からもうかがえるように、今や安定した収入の無いヘミングウ
ェイは空腹でいることが多く、シェイクスピア書店(Shakespeare and Company)のシル
ヴィア・ビーチ(Sylvia Beach)の厚意に助けられるのもこのころである(MF 70-72, MFRE
66-68)。
こうした貧困状況にもかかわらず、作家として生きることを決心したヘミングウェイ
は、ジャーナリスト業との決別を誓い、興味深いことに、その信念を自らの身体で表現し
ようとする。実は、トロント・スター記者時代、ヘミングウェイはセーヌ川の「右岸
(Right Bank)」で交流をもっていたジャーナリスト仲間たちと「頭髪」を巡る興味深い
関係で結ばれていた。ヘミングウェイはあるジャーナリスト仲間から散髪の怠りを指摘さ
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れたときのようすを次のように回想している。
「ヘム(ヘミングウェイ)、身なりに気を遣え。俺の気にすることじゃないが、そん
な風にしても現地に溶けこむことなんてできないぞ。頼むからちゃんとして、少なく
とも髪はきちんと切らなくちゃ」
それで、もしドイツか中近東の会議を取材することになったら、ぼくは髪の毛を切
る羽目になる……そして、ぼくの態度を更生させた同じやつといずれ出くわして、や
つはこう言うのだ。「似合うじゃないか、友よ。あのボヘミアンじみてくだらないこ
とをきっぱりやめたようだな。今夜どうする？いいところ知ってるんだ……」
(MFRE 184)
この会話部には、忠告通り散髪した上で出かけた取材先で、そのジャーナリストの友人は
ヘミングウェイが「ボヘミアンのようなバカな真似(“bohemian nonsense”)｣(5)を改めた
と見るや、彼を仲間とみなし、華やかで場違いな社交の世界へと誘うようすが描かれてい
る。このことは、セーヌ右岸で作られていたジャーナリストのコミュニティーが左岸の芸
術家たちのボヘミアン的な容姿、とりわけ散髪を怠った長髪に対して軽蔑的な視線を向け
ていたことを示すとともに、セーヌ川が芸術家とジャーナリストふたつのコミュニティー
を隔てる境界の役割も果たしていたことを示唆している。ジーン・メラル(Jean Méral)が
指摘するように、フィッツジェラルド(Francis Scott Fitzgerald)にとってのパリがもっぱ
らセーヌ右岸に限られているのに対して、ヘミングウェイのパリが両岸に及んでいたこと
が作家としての裾野を広げたのだとすれば(Méral 146)、頭髪のような身体表象の違いが
所属できるコミュニティーを左右するという知見を、まさにこのときヘミングウェイは獲
得したにちがいない。
しかしながら、再びパリに移住したヘミングウェイはジャーナリスト業との決別をすで
に心に決めていた。『修復版』の「密かな娯楽」の章には、パウンドのアトリエで出逢っ
た日本人画家たちのように髪を長く伸ばしたいと望むヘミングウェイのようすが描かれて
いる。
パリにいるぼくらはもはや自由で、仕事に追われることはもうなかった。
「俺はもう髪は切らないぞ」ぼくは言った。
「やだったら切らなくていいのよ、タティ(アーネスト)」
「エズラのところにいた3人の日本人画家(6)のこと覚えているかい」
「ええ、素敵だったわね、でもああなるには恐ろしく長い時間がかかるわよ」
「俺はああいう風にしたいと思っていたんだ」(MFRE 185-86)
しかしながら、画家ではないヘミングウェイがこのとき長髪の日本人画家たちに寄せた関
心を、白人が外見の異なる東洋人に対して抱く浅薄なオリエンタリズムと混同してはなら
モダニズムが生んだ異人種コラージュ
― 72 ―
ない。当時ヘミングウェイは芸術家とその外見に関して、「あのころ僕らは、作家や画家
というものは、何でもあるものを着ればよく、芸術家たる者に決まった服装などないと信
じていた」(MF 108-109, MFRE 88-89)と述べ、作家、画家にかかわらず「芸術家(“ar-
tist”)」たるものの外見上の自由を肯定している。したがって、作家志望でありながらジ
ャーナリストとして常に散髪を強いられていたこのときのヘミングウェイが、それがたと
え日本人の画家であろうと、彼らの長髪に作家の理想像を見出したとしても不思議ではな
い。
そして、このことを裏付けるように、ヘミングウェイはセーヌ左岸で出逢ったこの日本
人画家たちのように髪を伸ばし始めるのだが、こうした模倣は、単に芸術家の理想像を自
身の身体に具現化する満足感をヘミングウェイに与えていただけではない。日本人画家に
対するヘミングウェイの模倣にはより戦略的な意味があった。
ぼくはすぐにセーヌ右岸へ行かなくても済む最良の方法を見つけた。自分には手が出
せない、少なくとも胃腸を壊して後悔する羽目になる楽しいものに関わらないで済む
方法、それは髪を切らないことだった。エズラの友人で素晴らしい容姿をしたあの高
貴な日本人画家たちのような髪型でセーヌ右岸へ行くことはできなかった。それは理
想的で、川のこちら側に自分を閉じ込めることになり、仕事をし続けることになるの
だ。……3ヵ月もすれば、エズラのところの素晴らしい日本人たちの髪型になるいい
スタートがきれる。そしてセーヌ右岸にいる君の友人たちは君を罰当たりだと見做す
ようになるのだ。(MFRE 183)
散髪をしないヘミングウェイをセーヌ右岸のジャーナリスト仲間たちは、「罰当たりだ
(“damned”)」と敬遠し、交友関係は次第に解消され、その結果、セーヌ左岸で「創作に
打ち込めるようになる(“kept you working”)」とヘミングウェイは悟る。つまり、日本人
画家のように髪を伸ばすことは、ヘミングウェイの作家としてのアイデンティティを身体
的に回復させるだけではなく、作家として理想的な創作環境を築くという、より実用的な
意味があったと言ってよい。このことを裏付けるように、こうした容姿批判をヘミングウ
ェイは楽しんでいたと語っている。
どういう天罰が下るものなのかぼくにはわからなかったが、4ヵ月を過ぎたころには
さらにひどい天罰がまっていることだろう。ぼくは罰当たりと思われるのが楽しかっ
た。ぼくと妻は罰当たりと思われるのをともに楽しんだ。(MFRE 183-84)
ここに認められるヘミングウェイの喜びの感情について、ジェラルド・ケネディ(J.
Gerald Kennedy)は「長髪と天罰の関係は重要なモチーフを形成している」とその重要性
を認めつつも、「両性具有と楽園的幸福とのエロティックな結合」(174-75)という、結局は
セクシュアリティの結論に落ち着いてしまう。しかしながら、日本人画家を模倣すること
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によってもたらされる作家アイデンティティと創作環境への効能を考慮するならば、「伸
びていく頭髪に比例して、受ける天罰も大きくなる」という荒唐無稽さを揶揄しながら、
このときヘミングウェイが感じている喜びは、むしろ、髪が伸びるにつれてジャーナリス
トから作家(芸術家)へと自分が次第に転身していく実感とその喜びと言えよう。
以上に見てきたように、パウンドのアトリエで出逢った日本人画家たちの長髪は作家志
望だった当時のヘミングウェイの中で芸術家の理想像としてシンボル化され、ジャーナリ
スト業と決別するその人生の重要な局面において、ヘミングウェイの作家としてのキャリ
アをある意味で後押していたのである。
3. 異人種コラージュ
「オリジナル・エデンの園」の自伝性に焦点を当てたテクスト分析において、これまで重
要な知見を与えてきたのがベイカーによる次の言葉である。
それ(「オリジナル・エデンの園」)は、過去と現在の実験的混合物である。啞然とする
ような愚劣さに充ち、部分的にハドリーとポーリーンとの結婚の回想に基づいている
が、メアリーとの現生活の場面の脱線も含まれている。(Baker 455, 下線筆者)
こうしたベイカーの印象通り、このテクストはまさにヘミングウェイ自身の過去と現在の
実体験を実験的に混合した試みであると言ってよい。すなわち、ヘミングウェイはメアリ
ーとの直近の夫婦生活をボーン家の夫婦像に、一方で若きパリ時代のハドリーとの夫婦生
活をシェルドン家の夫婦像にそれぞれ転用したのであり、多くの研究者もこのことを前提
に議論を展開してきた。
とりわけ、「現在の実体験」に関与する異人種、すなわち「アフリカ人」と作家および
作品への影響については、これまで多くの研究者によってその解明が試みられてきた。例
えば、キャサリンの執拗な短髪と日焼けへのこだわりは、「オリジナル・エデンの園」に
存在していた「アフリカ人婚約者(“African fiancée”)」の存在が関与しており、「マリー
タとキャサリンはともにこのアフリカ人の少女の代役を務めようと努力するのであり、キ
ャサリンの嫉妬はデイヴィッドの心にその少女が最初に刻まれたが故である」(Eby 165)
とエビーは主張している。また、このアフリカの婚約者が、二度目のアフリカ旅行時に実
際ヘミングウェイの婚約者になったというワカンバ族(Wakamba tribe)の少女デッバ
(Debba)をモデルにしていることもすでに指摘されている(Eby 190)。さらに、ハーベ
イ・ブレイト(Harvey Breit)への手紙のなかの「婚約者の意向で髪を短く剃りました」
(Hemingway, Selected 827)という言葉にも表れている、ワカンバ族に対するヘミングウ
ェイの心酔ぶりに妻メアリーが苦言を呈したという伝記的事実から(Strong 1)、ヘミング
ウェイにとってのメアリーとアフリカ人婚約者との三角関係がボーン夫妻の人物設定に生
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かされたことはもはや研究者の中の定説となっている。
一方、『修復版』の「密かな娯楽」で言及されている日本人画家の存在によって、「過去
の実体験」に関する異人種が実は「日本人」であることが新たに明らかとなった今、彼ら
との関係は「オリジナル・エデンの園」にどのように反映されているのだろうか。そもそ
も、『修復版』と「オリジナル・エデンの園」の執筆時期が重なり、同時期に「オリジナ
ル・エデンの園」が大幅に修正された(27 章分に及ぶ修正)事実から(Baker 540)、いわゆ
る「リッツ原稿」の発見が『移動祝祭日』の執筆を促しただけではなく、「オリジナル・
エデンの園」の修正にも大きく関与したことは容易に推察される。
例えば、先述したように「オリジナル・エデンの園」で「ああいうの(三人の日本人画
家たちのような髪形)をやってみたいと思っていたんだ」というヘミングウェイの言葉に
対し、妻ハドリーは「あなたの髪、ひょっとして私と同じ長さにならないかなって思って
いたの」(MFRE 185-86)と自分と同じ長さまで髪を伸ばすよう夫に促すのだが、これと同
種の提案が「オリジナル・エデンの園」に登場するニックの妻バーバラによってもなされ
ていたことが次の第2部の会話に示唆されている。
「でも、ニッキー(ニック)、どうやってそんなに伸ばしたの」
「5ヵ月かかったよ」
「でしょうね、でもどうやったの」
「君がやれって言ったんじゃないか、覚えてないの」
「いつだって言ってたわよ」
「ま、とにかく今回は、妻の希望で切らないでくれって床屋に話したんだよ」
(Spilka 288, book2 GOEm)
この会話部に先立ち、スピルカは、ニックとバーバラが以前からこの種の倒錯行為を経験
してきたと指摘しているが(Spilka 287)、実はそうではなく、ニックが「今回」に限り長
髪を受け入れていたことから判断し、彼らの長髪型相似行為が成就されたのは今
・
回
・
が
・
最
・
初
・
である点こそ留意すべきである。なぜなら、シェルドン夫妻が初めて登場する第2部冒頭
には、夫妻のこうした長髪型相似行為に関わる重要な布石が張られているからである。
もう一組の夫婦(シェルドン夫妻)にとって事の始まりは、2月末だった。実際の始ま
りはもっと前だったが、キャサリンがエーグ・モルトへ出かけ、(髪を短く刈って)戻
ってきた5月のあの日みたいな、明確な日付はなかった。そう、2月末のパリで今夜
を、そして翌日の朝を迎えるまでは。二人とも実際の日付は覚えていなかった。あの
美術館へ行き、あの変化が始まったあの日の確かな日付を。一方の女性(バーバラ)は
それがそこで始まったことを忘れてしまっていた。もしかしたらそれは彼女にとって
始まったわけではなかったのかもしれない。しかし、彼女もまたあの(ロダンの)ブロ
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ンズ像をずいぶん前に見ていたのだ。
「何か楽しいことしたいと思わない。まだやったことのない、秘密で非道徳的なこ
とを」とその女(バーバラ)は言った。(Spilka 287, book2 GOEm)
新婚旅行の出発地点であるパリでロダン美術館の「ブロンズ像」(7)を見たその3週間後の
「5月のあの日」にキャサリンは短髪型相似行為を開始するのであるが(8)、実はバーバラ
も同じブロンズ像を見て長髪型相似願望に目覚めていたという数奇な巡り合わせがオリジ
ナル・プロットに仕組まれていたことは既に知られている(Spilka 285-87)。しかし、本論
で重要なのはこの引用部で二度も繰り返される「2月末(“end of February”)」という時
期である。なぜなら、この2月末の「今夜」、先述したように「今回こそ」妻の願望に応
えようと5ヵ月間伸ばし続けたニックの長髪に気付いたバーバラが、「何か楽しいことし
たいと思わない」と長髪型相似行為を提案するところからシェルドン夫妻の物語は始ま
り、その翌日の「簡単な朝食後のバーバラによる整髪」(Spilka 288, book2 GOEm)によっ
て、つまりこの「2月末」という時期に初めて長髪型相似願望が達成されるからである。
前節でわれわれは、パリに移り住んで間もない寒い2月に、初めて訪れたパウンドのア
トリエで長髪の日本人画家と出逢い、彼らの長髪を模倣することでヘミングウェイが作家
としてのアイデンティティを強固にしていくようすを見てきた。つまり、「リッツ原稿」
の発見後、『移動祝祭日』と『エデンの園』の原稿を同時に手掛けていたヘミングウェイ
は、妻の相似願望に応えようと長髪を試みた若き自分自身の記憶をニック・シェルドンに
投影しただけではなく、長髪の画家たちと出会った「2月」という寒い時期もシンボリッ
クな意味を込めて作品に取り込んだと思われるのである。
これまで、「オリジナル・エデンの園」に関わる異人種としてアフリカ人だけが中心的
に論じられてきたが、1920 年代にヘミングウェイが出会った日本人もまたこの作品に大
きく関与していたのである。したがって、「オリジナル・エデンの園」とは日本人との
「過去の実体験」とアフリカ人との「現在の実体験」を実験的にコラージュさせた、いわ
ば異人種のコラージュによって成立していた物語だったのである。
お わ り に
『修復版』の出版によって新たに公開された若きヘミングウェイ夫妻と日本人画家たち
との関係は、ヘミングウェイ研究の人種・エスニシティの議論に一石を投じるものであ
る。若きヘミングウェイによる日本人画家との出逢いは、長髪型相似願望の誘発だけでは
なく、それ以前にセーヌ右岸の記者仲間から自然に離別する手段を提供し、間接的にとは
いえ、ヘミングウェイが作家として踏み出す後押しをした。
異人種との交流が活発化していた 1920 年代のパリ、まさに 20 世紀モダニズムの先端を
モダニズムが生んだ異人種コラージュ
― 76 ―
生きたヘミングウェイであるが、結果的に「オリジナル・エデンの園」に日本人画家を直
接描くことはなかった。しかしながら、モダニズムという時代が可能にした日本人画家と
の出逢いがなければ、「オリジナル・エデンの園」の異人種コラージュは完成しなかった
のである。
注
(1) 本論では、ジェンクス編纂によって作品化された『エデンの園』と区別し、編纂前の全原
稿で構成されている資料群に対して「オリジナル・エデンの園」という用語を使用する。
また、Hemingway Foundation による著作権の問題を鑑み、オリジナル原稿の引用はすべ
て既刊本であるマーク・スピルカ(Mark Spilka)の Hemingway’s Quarrel with Androgyny
内部からの引用に依拠せざるを得なかったことを断っておく。
(2)『修復版』では「エズラ・パウンドと尺取虫(“Ezra Pound and the MeasuringWorm”)」と
題する章に収められている(MFRE 87-90)。
(3)“If you are lucky enough to have lived in Paris as a young man, then wherever you go for
the rest of your life, it stays with you, for Paris is a moveable feast./ Ernest Hemingway to a
friend, 1950”(MF title page)
(4) 妻メアリー自身も同様の perverse な行為を晩年ヘミングウェイと行っていたという伝記
的事実から(Moddelmog 82-83)、夫ヘミングウェイとの性的秘匿が他の妻とも共有されて
いた事実を知った後妻であるメアリーの前妻ハドリーに対する嫉妬心をわれわれに想起さ
せ、メアリーが編集に極めて個人的な手心を加えた可能性を示唆する。
(5) 当時のパリにおけるボヘミアン文化については、ジェラルド・セイゲル(Jerrold Seigel)を
参照。
(6) 近年の研究でこの三人の日本人画家の一人が久米民十郎であることがほぼ確実視されてい
る。ヘミングウェイと久米の伝記的関係については今村(本論文集)を参照。
(7)「地獄の門(The Gate of Hell)」の「オウィディウスの変身物語(The Metamorphose of
Ovid)」を指している。
(8) ローズマリー・バーウェル(Rose Marie Burwell)は、ボーン夫妻がロダンのブロンズ像を
見た時期について3ヶ月前と述べているが(102)、これは小説冒頭の“They had been mar-
ried three weeks and had come down on the train from Paris”(GOE 13, 下線筆者)の「3週
間」を「3ヶ月」と誤解した結果であると思われる。
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